
公開 

2025年度実施報告書 

国際科学技術共同研究推進事業 

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS） 

【研究領域名：地球規模の環境課題の解決に資する研究】 

【研究課題名：時空間水環境データの創造とデータ駆動型水質改善の実施】 

採択年度：令和 7年（2025 年）度/研究期間：５年 

相手国名：スリランカ民主社会主義共和国 

国際共同研究期間*1

未定 

JST 側研究期間*2 

2025年 5月 1日から 2031年 3月 31 日まで 

（正式契約移行日 2026年 4月 1日） 

*1 R/D に基づいた協力期間（JICAナレッジサイト等参照）

*2 開始日=暫定契約開始日、終了日=JSTとの正式契約に定めた年度末

研究代表者： 

【風間 聡】（【東北大学】 【教授】） 



公開 

1. 研究進捗状況と成果

暫定期間の 7月に東北大学の教員 2名が渡錫し、スリランカ中央環境庁(CEA)、モラトゥワ大学(UoM)、

水資源公社(WRB: Water Resources Board)、灌漑省灌漑局(ID: Irrigation Department)、コテラワラ防

衛大学(KDU : General Sir John Kotelawala Defense University)、上下水道公社(NWSDB：National 

Water Supply and Drainage Board)を訪問し、プロジェクトの協力依頼とデータ共有依頼を行った。ケ

ラニ川流域の諸問題の整理を行った。

10 月には 8 名の教員（東北工業大学を含む）が渡錫し、CEA と UoM を中心に R/D M/M、CRA の内容に

ついて合意した。また、国内外の共同研究機関と共同研究に係る同意書を締結した。共同研究機関を訪問

し、データ収集を図った。また、環境省(MoE：Ministry of Environment)と外部資源部（ERD：Department 

of External Resources）を訪問し、R/D及び PDMの確認を行うとともに、プロジェクトの詳細について

意見交換を行った。また、他のスリランカ関係機関と協議し、水環境関連の法令や計画に関する情報整理

ならびに社会実装に向けた方針を検討した。ケラニ川流域の視察を行い、データ観測地点ならびに土地

利用形態、工場立地などを確認した。 

11 月には東北大学において、G-Safety 国際シンポジウム（The 13th International Symposium on 

Water Environment Systems --with Perspective of Global Safety）を開催し、共同研究者である UoM

のチャミンダ先生、KDUのニルプル先生を招へいし、招待講演を行ってもらうとともに、各種締結状況の

確認を行った。また、東北大学のスリランカ人学生が研究指導を受けた。 

 12月にはサイクロン Ditwahの被害を受けて、UoMと CEAは洪水被害の実地調査ならびにデータ収集を

行った。また 3 月には東北大 5 名も現地の被害調査を行った。Ditwah の降雨分析、気候変動影響調査、

洪水解析、氾濫評価を行うため、降雨、水文、流出モデルの開発を前倒しし、時空間の水量データを提供

するモデルを構築した。これらのモデルによって Ditwah について UoMのルミンダ先生と東北大学の風間

のグループは降雨分析と流出分析を進め、年内に 3編の論文を投稿した。うち 1編は掲載され、1編は受

理、1編は修正の結果となった。 

暫定期間に関わらず、データ収集や各種モデル開発は大いに進んでおり、水量に関する地表水のモデ

ル化は完了に近づいている。地下水の水量モデルは SWAT モデルと MODFLOW モデルの統一化ならびに

PARFLOW モデルの試行、同化手法の適用、逆推定モデルの検討などを始めており、想定より前倒しで進め

ている。また、社会的合意形成の理論モデルとエンパワーメントの理論モデルを統合し、情報提供が女性

のエンパワーメントを高めるまでの仮説理論モデルを構築した。 

【論文】 

1. Yusuke Hiraga, Wasitha Dilshan, So Kazama, Climate change influences the intensity and

frequency of Cyclone Ditwah, Hydrological Research Letters,20(1),pp.90-97, 2026.3. 

概要：イベントベースの帰属分析と大規模アンサンブル気候シミュレーションの組み合せによってサイ

クロン・ディトワのような現象の強度と頻度を左右する人為的な気候変動の役割を評価した。温暖化に

よってディトワ型サイクロンの全体的な発生頻度が減少し、高強度イベントが顕著に増加していること

を明らかにした。気候変動によって降雨をもたらすシステムは減少するものの、その強度は増す傾向が

みられた。 

DOI: 10.3178/hrl.25-00063 


